
 
大会公式プログラム 
本リーグ戦の大会公式プログラムをゲート
にて 1000 円(KUSS 会員 800 円)で販売して
おります！ 
☆24大学の登録メンバーのプロフィール 
☆福島春樹×湯澤聖人スペシャル対談 
（専大・来季浦和レッズ内定） （流経大・来季柏レイソル内定） 

☆24大学サッカー部自慢 

スペシャル企画満載です！ 

大学サッカー観戦の 
マストアイテム❤ 

ぜひゲートにてお買い求めください！ 

観に来てね(^^) 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

    

 

 

 発行：（一財）関東大学サッカー連盟 協力：加茂 郁実、関東大学サッカーサポーターズクラブ 

ついに開幕した JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリ

ーグ戦。第 2節も互いの思いがぶつかり合う白熱した試合が展開され

た。 

 11 日（土）に行なわれた慶大対駒大の一戦は、慶大の端山（4 年）と

松木（1年）がそれぞれ 1ゴール 1アシストを記録し、開幕 2連勝を飾

った。続く明大対法大戦では、明大の藤本（4年）が 2ゴール 1アシス

トの活躍。2戦連続で3得点を挙げた明大が、勝ち点を6に伸ばした。

一方、国士大対流経大の試合は、前半に挙げた 1 点を守り切った流

経大が今季初白星。逆に国士大はこれで開幕 2 連敗という悔しい結

果となった。また早大対桐蔭大の一戦では、互いに果敢にシュートを

放つも決定力に欠け、1-1で勝ち点 1 を分け合う結果となった。 

 12 日（日）に行なわれた専大対神大では、昨季王者の専大が幾度

もゴールに迫るが、決め切ることが出来ずにスコア

レスドローに。順大対中大戦は、中大の矢島（2年）

が 2 戦連続でゴールを決めて順大に追いつくも、

試合終了間際に順大が追加点。これが決勝点とな

り、順大が待望の今季初白星を獲得した。 

 今節も続く熱い展開に、選手達の活躍から目が

離せない！ 
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慶大、明大が開幕連勝スタート！連戦を制すのは！？ 
 

JR東日本カップ 2015第 89回関東大学サッカーリーグ戦 1部星取表 
［１部第 2節終了時］ 

 

OFFICIAL MATCHDAY PROGRAM 

アシストランキング 

1位 平野 篤志(駒大)3 アシスト 

2位 松木 駿之介(慶大)2 アシスト 

新里 涼(順大)2 アシスト 

 
 

得点ランキング 
 1位 藤本 佳希(明大) 3点 

2位 矢島 輝一(中大) 2点 

木戸 皓貴(明大) 2点 

山本 哲平(慶大) 2点 



4月15日（水）

16:00

三ツ沢

4月15日（水）

18:20

三ツ沢

4月15日（水）

11:30

川口

神奈川大学
　２連勝したものの、２試合で４失点。明大らしからぬ
戦いに見えるが、現在のチームは発展途上。逆に、失点
しても慌てないチーム作りを行っており、しっかりと勝
ちきっていることで徐々に地力がついてきている。ここ
まで攻撃のところを重点的にやってきたのもその理由
だ。とはいえ、ここからは守備のベースも必要になって
くるだけに、いかに失点の部分を修正していくかがポイ
ントになる。
　昨年、関東リーグ４連覇を達成した専大との対戦だっ
た神大。圧倒的に攻め込まれる展開となったが、守備陣
が耐えに耐えて無失点に抑えた。勝点３こそ奪えなかっ
たが、引き分けに持ち込んだのは自信につながる。２試
合を終えて２引き分け。勝点３を得るためには、決定機
をもう少し多く作り出したい。

出場停止：なし
昨年度の対戦:国士大２－２駒大／国士大２－１駒大

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

明治大学 VS

　開幕から２連敗と苦しいスタートになってしまった国
士大。前節の流経大とのゲームは、ペースを握られた前
半に失点。後半に盛り返した部分もあったが、ゴールを
決めきれず、０－１の敗戦を喫してしまった。１失点は
しているものの、守備は大きく崩れていないだけに、課
題は２試合連続でノーゴールの攻撃面だ。攻撃の最後に
もう一工夫がほしい。
　初戦は２－１で勝利を飾った駒大だったが、前節の慶
大戦は１－２の敗戦。立ち上がりから慶大のペースで試
合は進み、前半に２失点を喫してしまった。この日は得
意の競り合いに勝てず、なかなかペースを握れなかっ
た。それでも、後半に入って調子を取り戻し、26分には
１点差に詰め寄った。粘りのプレーは健在だけに、次は
しっかりと勝利に結びつけたい。

専修大学 VS 法政大学
　昨年の王者・専大が苦しんでいる。開幕戦で流経大に
１－１で引き分けると、前節の神大戦も０－０のド
ロー。この試合、幾度も決定機を作ったが、ことごとく
決められず、自滅してしまった。また、カウンターでの
ピンチもあっただけに、攻守ともに今後に向けて修正が
必要だ。
　１部昇格組の法大。前節の明大戦は前後半ともに相手
よりも多くシュートを放ったものの、前半41分、後半３
分と一番注意しなければいけない時間帯に失点し、２点
のリードを奪われてしまった。その後、１点を返した
が、10分後に再び２点差。43分に２点目を奪ったが粘り
もここまで。２連敗スタートとなってしまった。交代で
入った選手の活躍など、チームに明るい兆しがあるだけ
に、これをしっかりと勝点に結びつけていきたい。

国士舘大学 VS 駒澤大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：なし

藤本佳希（明大・FW・４年） 
 ２点とも自分の形でシュートまでいけ

たので、得点自体は良いゴールだったと

思う。ただ、２試合連続３-２と、２失点

が続いているのは問題だと思う。何が原

因なのかを考えて次の試合に活かしてい

きたい。 

 

寺前光太（神大・DF・２年） 
 監督からは「緊張しないで思い切りや

れば自分の良さが出せる」と言われてい

た。今日は１点の勝負になると思ってい

たので後ろが０で守り切れたのはよかっ

たが、１点を取って勝ちたかった。次こ

そ引き分けではなく勝ちたい。 

飯田貴敬（専大・DF・３年） 
 無失点に抑えられたことは良かったが、

専大は攻撃的で美しいサッカーを持ち味

としているので、点を取らないと駄目。

開幕から２戦引き分けが続いて厳しい戦

いが続いているが、次こそは勝点３を取

れるようがんばりたい。 

高田一輝（法大・FW・３年） 
 監督からは走ることと点を取ることを

言われていたので、前からボールを追お

うと思っていた。点を取れたのは良かっ

たが勝てなかったのは課題。専大は強い

大学だが、昨年の総理杯でも勝っている

し、チャンスはあると思う。 

下田康太（国士大・FW・３年） 
 なかなかゴールに行く機会が少なくチャ

ンスがない中で、もう少しボールに絡んで

チャンスを作れれば、と思う。ここまで

シュートが少ないので、次の試合では

シュートの意識を高く持ち、流動的に動い

てゴールを狙いたい。 

種岡岐将（駒大・DF・３年） 
 全体を通してセカンドボールを拾えず、

サイド攻撃もできていなかった。監督のい

うサッカーを徹底できなかったことが敗因。

次節にむけて、もう一度チーム一丸となり、

目指しているサッカーを全力でやりたいと

思う。 

4月15日（水）

13:50

川口

4月15日（水）

16:00

江戸陸

4月15日（水）

18:20

江戸陸

　開幕２連勝と好調なスタートを切った慶大。前節の駒
大戦はとにかく立ち上がりが素晴らしく、そのままの流
れで29分、36分と２点をゲット。試合を優位に進めた。
一方、後半はやや押される展開となり、26分には１失点
を喫したが、GK宮原隆志（４年）を中心に、安定した守
備をみせた。今年の慶大は攻守にバランスが取れてい
る。今節、流経大を下せば、一気に波にのる可能性も。
　対する流経大もここまで自分たちらしさを発揮してい
る。開幕戦では専大に勝ちきれなかったものの１－１の
ドロー。前節の国士大戦は１－０と接戦だったが、ゲー
ムをしっかりとコントロールした。リーグ優勝に向け
て、まずまずのスタートを切った。今年の流経大は接戦
をものにするだけの力を持っているだけに今後も注目
だ。

 中大との前節は接戦を制し、２－１の勝利を収めた順
大。開始直後の５分、CKから先制点を奪ったが、25分に
は一瞬のスキをつかれて同点に追いつかれてしまった。
その後、後半43分に値千金のゴールを奪った。今年も終
盤に強い順大は健在だが、優勝を狙うにはまだまだ課題
は多い。
　後半、多くのチャンスを作りながら、決めきることが
できず、早大との前節は１－１の引き分けに終わった桐
蔭大。ボールを動かすことはできているが、それに終始
してしまい、ゴール前へ迫る回数は少なかったといわざ
るを得ない。今後、攻撃面での改善が必要だ。一方で、
守備に関しては１失点したものの合格点。早大を相手に
ピンチの回数はそれほどなかった。ただ、その１失点が
自分たちからのミスだったのは改善点だ。

　前節、桐蔭大と対戦した早大。なかなかペースをつか
めず０－０のまま前半を終了。後半は両チームともに活
性化。お互いにチャンスを作り、早大が９分に先制点を
奪ったが、36分にカウンターから失点を喫し１－１の痛
い引き分けとなった。相手の好守備に阻まれた場面も
あったが、さらに攻撃のバリエーションを増やしたり、
決定力を上げたりしていかなければ、厳しい戦いが続く
ことになる。
　１分１敗と少し苦しいスタートとなった中大。前節の
順大戦は立ち上がりの５分にCKから失点。その後、一度
は同点に追いついたが、試合終了間際にFKから失点を喫
してしまった。1失点目はCKが直接入ったものだが、セッ
トプレーの守備に関しては再確認が必要。内容はほぼ互
角だっただけに、自信を持って戦い続けたい。

出場停止：なし
昨年度の対戦：順大４－１桐蔭大／順大２－０桐蔭大

順天堂大学 VS 桐蔭横浜大学

慶應義塾大学 VS 流通経済大学

出場停止：なし
昨年度の対戦：慶大０－０流経大／慶大０－０流経大

出場停止：山内寛史(早大)
昨年度の対戦：早大２－１中大／早大２－０中大

早稲田大学 VS 中央大学

端山豪（慶大・MF・４年） 
 後半押し込まれる時間帯もあったが、

チーム全体でそれをしのぎ、しっかり勝

ち点３を積み重ねることができた。点を

取れたことはよかったが、まだまだ得点

する機会も攻撃参加できる機会もあった

ので、その点を改善したい。 

塚川孝輝（流経大・MF・３年） 
 国士大は最近勝てていない相手で、絶対

に勝ちたいと意識していた。最近チームで

もミドルシュートの練習をしていたが、そ

の成果が出てよかった。今年は３冠という

目標を掲げて１試合も落とせない。次節も

勝てるよう頑張りたい。 

奥山政幸（早大・DF・４年） 

 開幕戦に引き続き難しいゲームになり

ましたが、このような厳しいゲームを勝

ちきれないのが今の自分たちの力だと思

います。目標であるリーグ優勝達成のた

めに気持ちを切り替えて必ず勝点３を掴

みたいと思います。 

 

橋本龍馬（中大・MF・３年） 
 内容は前回よりも良く、開幕戦の反省点

を生かすこともできたのに、最後にやられ

てしまった。もったいなかった。ただ、ま

たすぐに試合があるので、今日の悔しさを

忘れずに、次は絶対に勝てるようにやって

いきたい。 

坂圭祐 (順大・DF・２年) 
 新監督となり、なかなか自分たちのサッ

カーが出来ずにフラストレーションがた

まっている中で、勝ち切れたことはよかっ

たと思う。ゴールも練習でやってきた通り

の形。キッカーがゆるく蹴ってくれたので

感謝している。 

田中雄大（桐蔭大・GK・２年） 
 ０に押さえるのは難しくても、決定的な

シュートを２、３本止められれば必然的に

勝ちにつながる。今日は決定的なシーンが

３本あって、うち１本決められているので、

そういった意味で勝ちに繋げるプレーがで

きなかった。 


